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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ● ‌�1．安全かつ高度な医療を提供します。　　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます
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応
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一
つ
の
屋
根
の
下
の
組
織
へ

こ
れ
ま
で
当
院
で
は
、
各
診
療
科
を
は
じ
め
、
ゲ

ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
、
化
学
療
法
部
、
地
域
連
携
・

患
者
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
活
か
し
て
が
ん
医
療
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
院
内
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
課

題
解
決
策
を
検
討
す
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

一
方
、
日
本
の
医
療
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
定
年
を
迎
え

る
「
２
０
４
０
年
問
題
」
に
よ
り
医
療
従
事
者
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
医
療
資

源
の
集
約
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
院
で
は
次
代
を

見
据
え
て
、
院
内
す
べ
て
の
が
ん
医
療
を
統
括
す

る
「
が
ん
総
合
診
療
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
度
な
が
ん
医
療
を
提
供
し
続
け
て
き
た

当
院
の
役
割
を
地
域
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る

と
同
時
に
、
医
療
構
造
の
変
化
に
立
ち
向
か
う
当

院
の
気
概
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
全
ス
タ
ッ
フ

が
一
つ
の
屋
根
の
下
、
心
を
一
つ
に
し
て
診
療
に

あ
た
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し
た
。

医
療
チ
ー
ム
と
し
て
全
体
が
連
携
し 

共
通
リ
ソ
ー
ス
を
有
機
的
に
活
用

が
ん
総
合
診
療
部
は
、
成
人
が
ん
の
診
療
と
と

も
に
情
報
収
集
や
対
策
案
を
検
討
す
る
「
成
人
が

ん
セ
ン
タ
ー
」、
小
児
に
対
応
す
る
「
小
児
が
ん
セ

ン
タ
ー
」、
他
院
で
は
対
応
が
難
し
い
症
例
を
受
け

入
れ
る
「
希
少
が
ん
セ
ン
タ
ー
」
の
３
本
柱
で
構

成
さ
れ
、
相
互
に
連
携
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
係

診
療
科
・
支
援
部
門
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
を
扱
う
ゲ
ノ

ム
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、
緩
和
ケ
ア
、
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
が
ん
相
談
、
Ａ
Ｙ
Ａ
支
援
、

院
内
が
ん
登
録
な
ど
の
機
能
を
「
共
通
リ
ソ
ー
ス
」

と
し
て
統
括
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
場
で
生

じ
た
課
題
や
解
決
策
を
医
療
チ
ー
ム
全
体
で
共
有

で
き
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、
組
織
全
体
が
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
提

供
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
の
強
み
を
活
か
し 

「
最
後
の
砦
」
と
し
て
地
域
を
支
え
る

当
院
の
が
ん
医
療
の
最
大
の
強
み
は
、
総
合
病

院
と
し
て
が
ん
以
外
の
多
様
な
疾
患
の
専
門
家
が

揃
っ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
が
ん
専

門
病
院
で
は
対
応
が
難
し
い
心
臓
病
や
重
度
の
糖

尿
病
、
透
析
が
必
要
な
腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
に
対

し
て
も
、
当
院
の
各
専
門
医
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

安
全
に
高
度
な
が
ん
治
療
を
提
供
で
き
ま
す
。

「
が
ん
が
再
発
し
た
」「
合
併
症
の
た
め
こ
れ
以
上

の
治
療
は
難
し
い
」
と
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
そ
の
後
の
治
療
は
人
生
の
岐
路
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
当
院
で
あ
れ
ば
、
各
医
師
の
専
門
性

を
横
断
的
に
結
集
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
選
択

肢
を
提
示
で
き
る
可
能
性
が
広
が
る
の
で
す
。

ま
た
、
大
学
病
院
と
し
て
診
療
で
得
た
知
見
を

研
究
に
還
元
し
、
次
の
先
端
医
療
へ
つ
な
げ
る
こ

と
も
当
院
の
役
割
で
す
。
困
難
な
症
例
の
前
で
も

私
た
ち
は
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

・	�専門家の力を「がん総合診療部」のもと
に集結させ、がん医療の砦として地域
の未来を支えます。
・	世界希少・難治性疾患の日（Rare 
Disease Day）の関連イベントを	
開催しました。
・	ハローキティが名大病院を訪問

1 ・	外来棟1階に医学部史料館所蔵史料の
展示を設置しました
・	教えて！この言葉「血液透析」
・	病院からのお知らせ
・	ナディック通信
・	特定基金 医学部附属病院支援事業へ
のご協力のお願い

2

特集 1

▲梶山広明副病院長

名大病院では、高度化するがん医療に対して院内全体で取り組むために、2026年5月「がん総合診療部」を設置しました。
設立の背景や部門間の連携が生み出す新たなメリットについて、がん総合診療部長の梶山広明副病院長にお聞きしました。

　世界で約3億人が罹患しているとされる希少・難治性疾患へ
の理解を深めることを目的として、2026年4月21日に『RDD2026 
in 名古屋大学医学部附属病院』を開催しました。
　本イベントは例年、NPO 法人愛知県難病団体連合会が主催し
ていますが、今年度は初めて当院との共催による実施となりま
した。
　会場では、難病に関するパネル約30枚を展示したほか、患者
さんや支援者が交流できるスペースを設け、多くの来場者で賑
わいました。
　また、当院の難治性疾患診療部に属する4つのセンターから、
各疾患の病態や治療法に関する講演を行い、イベント全体で約
100名にご参加いただきました。

　2026年4月22日、株式会社サンリオのキャラクター、ハローキティが名大病院の小児
病棟を訪問しました。本訪問は、サンリオの社会貢献活動「Sanrio Nakayoku Project」
の一環である「Sanrio Character Aid」によるものです。この活動は、ハローキティ
が世界中の病院や施設、被災地などを訪れ、病気や障がいのある子どもたちをはじめ、 
多くの人々に笑顔を届ける
ことを目的として行われて
います。
　当日は、入院中の子ども
たちと手遊びや写真撮影を
行い、プレゼントも手渡し
てくれました。子どもたち
はもちろん、ご家族や医療
スタッフにとっても心温ま
るひとときとなりました。

世界希少・難治性疾患の日 
（Rare Disease Day）の 

関連イベントを開催しました。

ハローキティが名大病院を訪問
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専門家の力を「がん総合診療部」のもとに集結させ、
がん医療の砦として地域の未来を支えます。
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「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒広報）

HPのご案内
No.141　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2026年6月1日

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟1階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QRコードでも
アクセスできます！

患者さんの健康をサポートすべ

き医療施設として、病院敷地内

の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

■ 禁煙のお願い

　血液透析とは、腎臓の働きが弱くなったときに、血液を体の外に取り
出してきれいにする治療です。「ろ過」と「拡散」という原理を応用し
て、血液から老廃物や余分な水分を取り除き、再び体に返します。日本
では1970年頃から治療が普及し始め、現在では50年以上透析治療を
継続されている方もいらっしゃいます。中学や高校で習うような基本的
な物理現象を利用して、この技術が多くの人の命を守ってきたというこ
とは、驚きですね。

血液浄化部長　加藤　規利

血液透析

ナディックからのお知らせ
　患者情報センター（広場ナディック）では患者さん自身が医療に関する情報収集

ができるよう、一般的な医学書やパンフレットの閲覧、DVDの視聴等ができます。

　〈利用時間〉�平日10：00～13：00（休日祝日年末年始を除く）

　＊�入院、外来を問わず、すべての患者さんにご利用いただけます。

　「名大患者サロン」では、参加者同士の交流だけでなく、情報共有や病気とう

まく付き合うためのプログラムも実施しています。

　2025年2月には、肝臓専門医より「肝臓がんに対する最新の薬物療法」に

ついてご講演いただきました。

【名大患者サロン　開催予定】

開催時間13：30～14：30

開催日 テーマ

2026年6月 乳がん交流会

2026年８月 認知症

� ※詳細については決まり次第院内掲示等でご案内致します。

　本院では、患者さんへのサービス・アメニティ等の満足度向上を目指し、患者満
足度委員会において、院内に設置してある提案箱へ投函された提案書のご意見から、
サービス改善策を検討し実施しています。
　現在、1か月あたり約50件のご提案をいただいております。提案書は、回収次第、
現場で対応を進めるとともに、その後開催される委員会にて1件ずつ検討すること
で、院内のサービス向上に努めています。
　サービス改善における主な対応については、外来棟1階中央待合ホールに設置さ
れているモニターへ掲示しています。
　患者さんが利用する設備や機器などは、日々の点検や定期的な更新を実施してい
ますが、2025年度下半期では、特に以下の改善を実施しました。

病院病院からのからの

お知らせお知らせ
病院からの

お知らせ

〈外来棟1階処方せん FAX の改善〉
　外来棟1階に設置している院外処方箋 FAXについて、不具合が多いとのご
意見を受け、新しい FAX複合機を1台導入し、設置致しました。

提案書からの改善報告 Nagoya Disease 
Information Centerナディック

通信

　附属図書館医学部分館では、医学部史料館の所蔵史料を活用した展示を、令和8年3月30日に外来棟1階に設置し

ました。

　本展示は、本学医学部の歩みや医療の歴史を知っていただける内容となっています。

　第1回の展示品は「桐原式軟性胃鏡」です。

　名古屋医科大学教授であった桐原眞一が、ウォルフおよびシンドラーの軟性胃鏡を改良し、昭和12年（1937年）に

完成させました。先端が手元の操作によって屈曲する構造を持ち、数多く

の胃内観察や胃内部の写真撮影が試みられるなど、日本における内視鏡診

断の発展に寄与しました。

　医学部史料館と併せて、ぜひご覧ください。

※医学部史料館の見学は事前予約制です。

　https://www.med.nagoya-u.ac.jp/medlib/museum/reserve.php

外来棟1階に医学部史料館所蔵史料の展示を設置しました

　透析治療が普及して約50年、医療工学の進歩、透析に用いる薬剤の発
達により、治療のレベルは格段に進歩しています。それでも24時間休み
無く働いている腎臓の代わりをするには、週に3回、約4時間程度の透
析治療が必要になります。最近では、寝ている時間を治療にあてる夜間
透析や、より老廃物をしっかり除去し、食事制限を軽くできる長時間透
析、自宅にいながら治療ができる在宅透析といった、様々な治療の形に
発展しています。血液透析以外にも、腹膜透析や腎移植といった腎臓の
代わりとなる治療法が複数ありますので、ご自身のライフスタイルに合
うものがきっとあると思います。腎臓に不安のある方は是非主治医に相
談してみてください。




